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自己紹介

L.加志尚久
２０２６～２０２７ ３３４－D地区YCE委員長
所属３３４－D ４R２Z 野々市ライオンズクラブ
１９７０年７月２０日生まれ

４０年前（高校２年生）にご縁がありYCEと同じプログラムで
デンマークへ派遣させていただきました。

実は・・・

ご恩返しのつもりでＹＣＥ活動に奉仕しております







とは？

世界の若者たちが異文化での生活やホームステイを
通じて国の垣根を越えた相互理解を深め、
世界平和に寄与することを目指しています。

YCE
Youth Camp & Exchange
ユースキャンプ及び交換プログラムの略称

ライオンズクラブ国際協会が主催する、青少年のため
の国際交流・海外派遣プログラムです。



ライオンズクラブ国際協会
ユースキャンプ及び交換プログラム（YCE）に関する
一般方針より抜粋



YCEの理念

文化を尊重し、友情の架け橋をつくる
多様性を認め合い、信頼でつながる関係を築きます

グローバルな視野を育み、平和を創る
国の垣根を超えて学び合い、共により良い未来を目指します

青少年の可能性を信じ、未来のリーダーへ
挑戦と経験を通じて、世界を前進させる力を育てます

相互理解

+

行動

=

世界の平和

相互理解 から、世界の平和 へ



YCEの歴史
65年

国際的な相互理解を深める取り組み

1961年、ライオンズクラブ国際協会が
Youth Camps and Exchangeプログラムとして創設

今年で



Youth Camp & Exchange

1961年 神戸イーストLC⇔MD4の間でYE（青少年交換）が行われる

9

1962年 国際協会がYE事業の実施を決定

1963年 スウェーデンのLCが YC（ユースキャンプ）を開催

1974年 YCが国際理事会で正式に承認

2007年 YE事業がユースキャンプ事業と一体化

～
～

（日本人学生９名とアメリカ人学生13名）

ＹＥ ＋ ＹＣ ＝ ＹＣＥ

ユースキャンプおよび青少年交換



YCEの歴史
17歳から23歳の青少年が、国境を越えて学び合う
国際交流を65年以上にわたり継続

200以上の国と地域で
、
多様な文化理解と友情の輪を広げています



YCE (青少年交換プログラムの概要）
MISSION 01 特徴

①異文化体験による国際感覚の育成

②世界の若者との相互理解の促進

③異なる文化や習慣の尊重

④世界平和への貢献



YCE (青少年交換プログラム）の概要
MISSION 02 対象と参加者

①高校生から大学生程度（約15〜24歳）

②ライオンズクラブの推薦・選考を経た参加者

③世界各国から集まる多様な若者

④英語弁論大会等で選考された受賞者



YCE (青少年交換プログラム）の概要
MISSION 03 主な活動内容

①現地ホストファミリーとのホームステイ生活

②世界中から参加者が集まるユースキャンプ

③各地の文化や歴史を学ぶ研修・体験

④帰国後の体験報告や地域社会への還元



YCE (青少年交換プログラム）の概要
MISSION 04 特徴とサポート

①YCE事業による運営（単なる観光ではない）

②安全面を重視したローテーションホスト体制

③相互派遣・受入を基本とする国際交流



YCE参加のメリットと成果
異文化を経験し、自ら成長することで、未来を切り拓く力を育てます

自分の価値観や視野が限定的

異文化への理解が浅い

国際的なつながりが少ない

自信や発信力に不安がある

将来の目標が描きされていない

深い異文化理解と共感力を獲得

世界に広がる友情とネットワーク

リーダーシップと発信力が向上

責任感と社会貢献意識献する意志の向上

多様な価値観を理解し、視野が広がる

MISSION BRIEFING

参加前 参加後



YCE (青少年交換プログラム)
交換の種類

MISSION 01 直接交換

（日本ライオンズYCEシステムに乗せない）

姉妹提携・姉妹都市の関係で、外国
のクラブ等と直接交渉して、独自に派
遣・受入れを行うシステム。

日本ライオンズYCEシステムに乗せな
い為、交渉を担当するMDを介するこ
となく直接交渉が出来る。

MISSION 0 2 通常交換
（日本ライオンズYCEシステム）

交換（派遣・来日）する相手国を担

当するMDが交換人数を交渉する

（ヨーロッパフォーラム）。
派遣先は、希望する第1～第3希望
国から、極力希望に沿うよう各MD間
で調整が行われ決定する。
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各MDの窓口数(2023-2024年度日本YCE委員会にて改訂)
※ 窓口≠派遣・受入 基本的には交渉の窓口
※ 窓口のない国からは原則受け入れない

MD331窓口数…３
フィンランド・スペイン・スイス

MD332窓口数…3
コロラド・テキサス・ノルウェー

MD333窓口数…4
メキシコ・ブラジル・ポーランド・
ハンガリー

MD330窓口数…3
MD4・タイ・グアム

MD337窓口数…９
カンザス・ミネソタ・ウエストバージニア・ウィスコンシ
ン・シンガポール・オーストリア・クロアチア・トルコ

MD336窓口数…５
台湾・マサチューセッツ・イスラエル・
モルドバ・セルビア

MD335窓口数…2
ニュージーランド・マレーシア（東マレーシア）

MD334窓口数…4
ドイツ・ベルギー・イタリア・エストニア



交換実績(派遣・来日) 全日本
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交換実績(派遣・来日) 334複合地区
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３３４－D地区の活動内容
YCE活動を支える 4つの柱

青少年交換の派遣

海外での生活や交流を通じて、
異文化の理解と自立を育む
機会をつくります。

２０２６年 夏期実績
マレーシア ５名
フィンランド １名
イタリア １名

２０２６年度より冬の派遣は無し



３３４－D地区の活動内容
YCE活動を支える 4つの柱

地域と世界をつなぐ、継続的な交流のかたち

海外青少年の受け入れ

地域の家庭や学校との交流を通じて、
身近な国際交流を広げます。

２０２６年 夏期実績
イタリア １名
トルコ １名
台湾 １名



３３４－D地区の活動内容
YCE活動を支える 4つの柱

地域と世界をつなぐ、継続的な交流のかたち

派遣事前研修・ 受入オリエンテーション

・渡航前の準備や参加者同士の交流を通じて、
安心して学べる土台を整えます。
・ホストファミリーの受入支援としてオリエンテーションを実施します。



D地区の活動内容
YCE活動を支える 4つの柱

地域と世界をつなぐ、継続的な交流のかたち

帰国後のフォローアップと地域交流

体験を振り返り、スポンサークラブでの
帰国報告会や交流に
つなげる機会を設けます。



334複合地区ユースキャンプ

2
4

冬季…2025年12月14日～12月19日（5泊6日）（今年度は開催無し）

夏季…2026年7月9日～7月14日（5泊6日）

名古屋（3泊）→京都（２泊） 訪問先犬山城・太秦映画村・金閣寺

アクティビティ

オリエンテーリング・グループディスカッション・各国紹介など



334複合地区ユースキャンプ

アクティビティ
書道体験・茶道体験・折り紙・スポーツ蕎麦打ち体験・



334複合地区ユースキャンプ

2
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ハート アクティビティ
書道体験・茶道体験・折り紙・スポーツ蕎麦打ち体験・

若い健康な男女が異国の地であつまれば

なことも・・・



ＹＣＥ事業の青少年育成について

2
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・派遣した経験により、行動が積極的になった。
・内気な性格だったが社交的な性格になり積極的に
変わった。

・留学や就職にも影響し、海外との関わりが増え
グローバルな視野が培った。

・派遣帰国後、家族と一緒にホストファミリーの
家に遊びに行った。

・帰国後より奉仕活動を進んでするようになった。



ＹＣＥ事業の青少年育成について

2
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・最初は、嫌々ホストファミリーをしたが、
別れる頃には、家族の一部になって、受入して
とても良かったと良い経験となりました。
別れがとても寂しかったです。

・ホストファミリーと受け入れた影響で家族が
海外に関心を持つようになった。

・異文化交流から、日本という国をあらためて
考えるようになった。



派遣について

2
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・近年の物価高により渡航費用やキャンプ費用も
コロナ前に比べるとかなり上がっております

・自己負担金の増加や補助金額の減少によって
参加できないケースが懸念されます

・能登半島地震により輪島LCで開催していた英語
コンテストが開催されなくなり、輪島LCより
受賞者が出ず、何かで出来ないかと…



来日受入について

3
0

ホストファミリー

・高齢化等もあり、地区によっ
てはメンバーの課程への受入数
が厳しくなっているとのことで
す。積極的に地域とも連携し広
く希望者を募ることも必要かと
も思います。

中部国際空港（セントレア）
発着便の減少

・コロナ禍以降、担当4か国と
マレーシアについて直行便が少
しずつ復活。
関西国際空港を指定しました

が距離も遠く地区によっては負
担が大きくなりました。本年度
は複合地区担当はA地区なので
セントレア空港発着となりまし
た。

世界的な傾向



皆様のクラブでお願いしたいこと

・YCE活動の内容をクラブの皆様にお伝え下さい

・国際交流を通じた青少年育成にご興味の

ある方をお探し下さい

・ホストファミリー、海外派遣にご興味のある方の

情報収集をお願いします

（ライオンでなくても良いです）



派遣希望についての注意点

・応募する前提としてYCEは観光旅行では

無くYCE方針にそった派遣であることをご留意願います。

（海外では日本ほど手厚いもてなしがありません）

・積極的な交流が求められますので相応の語学力が

求められます（英検準２級程度）



YCE 委委委委委
YCE活動を支える 柱

地域と世界をつなく、継続的な交流のかたち

ヨーロッパフォーラムで派遣国・受入れの交渉。

受入・派遣国とのやり取り。

各地区への派遣・受入の割り当て

334 -D地区ＹＣＥ委員長

334複合地区YCE委員会

英語コンテストへ参加

世界と日本の懸け橋

334 複合地区YCE委員長・ YCE副委員長

334複合地区YCE委員会

334複合地区ユースキャンプ日程決め

334複合地区ユースキャンプへ全日程参加

334複合地区ユースキャンプ連絡会開催

地区YCE委員会

334 -D地区YCE-OB会（元派遣生）



YCEの活動を通して
共に世界を変えましょう！

あなたもYCEのミッションに参加しよう！

YCE活動は、平和な世界の種をまき続けます

国境を越えた理解が、平和を育てる力になり

皆様の一歩が世界を変えるきっかけになります。



Thank you

ご清聴ありがとうございました
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